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         A CASE OF RHABDOMYOSARCOMA OF 

            THE PROSTATE IN CHILDREN 

         Yoshihiro  NAGATA, Hideaki  HOSHINO, Hidechika KINOSHITA 

                        and Nobuo KAWAMURA 

             From the Department of Urology, School of Medicine, Tokai University 

 (Director  : Prof. N. Kawamura) 

                            Keizo  Suzum 

                From the Department of Urology, Hiratsuka  Municipal Hospital 

   Rhabdomyosarcoma of the prostate in children is rare. This is a case report of a six-year-old 

boy with rhabdomyosarcoma of the prostate who was admitted to our hospital, complaining of pain 

on urination and dysuria. Further examination revealed metastasis to the lungs and lymph nodes. 

He was treated with vincristine, actinomycin-D, cyclophosphamide, but this therapy was not effective. 

He died of respiratory failure due to the diffuse pulmonary and pleural metastasis of tumor, 41 days 

after admission. This is only the 9th reported case in Japan of rhabdomyosarcoma of the prostate 

in a child. 

Key words: Rhabdomyosarcoma, VAC therapy

　　　　　　　　緒　　　　 　言

　前立腺肉腫は,比 較的まれな疾患である.そ のなか

でも,小 児の横紋筋肉腫は,き わめてまれな疾患であ

ると同時に悪性度の高い疾患でもある.

　今回われわれは,6歳 男子の前立腺横紋筋肉腫を経

験し,vincristine,　 actinomycin-D,　 cyclophospha-

mide(VAC療 法)に て化学療法を施行し,一 時 自覚

症状が軽減した症例を経験 した.入 院後41日 目に死亡

し,病 理解剖の機会を得たので,若 干の文献的考察を

加え,こ こに報告す る.

　　　　　　　　症 　　　 　　例

　患者:6歳 男子

　初診:1982年1月25日

　主訴:排 尿痛

　家族歴:特 記すべき事項なし

　既往歴:特 記すべ き事項なし

　現病歴1生 来健康であったが,1981年12月 初旬より

排尿痛が出現したため,近 医を受診したところ,膀 胱

炎と診断され,1週 間の投薬を受けた.排 尿痛が軽減

しないため1982年1月4日,平 塚市民病院を受診し

た.泌 尿器科および外科を受診 したところ,直 腸診に

て前立腺は表面平滑,鶏 卵大に腫脹し,圧 痛著明であ

り,前 立腺腫瘍が疑われ,精 査をすすめられた.

　排泄性腎孟造影では,左 右上部尿路は異常ないが,

膀胱が右側を中心に上方に挙上している像がみ とめら

れた　(Fig.1).

　超音波検査では,full　 bladderに て,前 立腺内部

エコーが,一 部hypoechoicで 不均一なsolid　 mass

が描 出され(Fig.2),　 CT-scanで は,腫 瘍は膀胱後

壁 より前方に向って,膀 胱をとり込むように増殖 ・浸
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Fig.LIVP膀 胱が 右 側 上 方 に 挙 上 して い る Fig.2. Sonography前 立腺 内部 エ コーが

不 均 一 なSolidpatternを 示 す
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Fig.3. CT-scan膀 胱後壁より前方に向って膀胱をとり込む

ように浸潤 ・増殖を認む

潤 して い る こ とが 認 め られ た(Fig.3).

1982年1月29日,東 海 大 学 病 院 泌 尿器 科,入 院 とな

る,

現 症=休 格 中 竿,栄 養状 態 良,眼r険 ・眼 球 結 膜 に 貧

血,黄 疸 な し,腹 部は,平 担 軟 で,肝 脾,両 側 腎 は 触

知 せ ず.陰 茎,陰 嚢 内容 は,異 常 な し,両 側 皐し径 リン

パ節 に,10～12個 の米 粒 大 ～ 小 豆 大,表 而 平 滑 で,周

囲 組 織 と癒 着 ・固定 してい る リソパ節 を 触 知 した.両

側 肺 野 全 体 に 湿 性 ラ音聴 取 し,呼 吸 困 難 著 明,末 櫓性

チ ァ ノーゼあ り.

入 院 時 検 査 成 績1尿 所 見1黄 色 透 明,蛋 白(一),

ブ ドウ 糖(一),ア セ ト ン体(一),ウ ロ ビ リ ノ ー ゲ ン

(±),沈 渣,赤 血 球1/h.p.f以 下,白 血 球1/h.p.f以

下,上 皮 細 胞1!h。P.f以 下.

末 梢 血:赤ff[球4.58×106/mm3,自 血 球6,400/mm3

Hb:12.89/dlHt:36.7%.

血 液 化 学Alb3.9g/dl,GOT41U/L,GPT

gu/L,LDH1,890u/L,Al-P158u/L,T.Bilo・4

mg/dl,D.BilO.2mg/dl,Glucose93mg/dl,BUN

10mg/dl,CreatinineO.6mg/d1,UricAcid6.8
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Fig.4.Chest -X-P肺 門 部 リンパ節 腫 脹 お よび 癌 性 リンパ節 炎

mg/dl,Na140mEq/L,K3.9mEq/L,ca4.8

mEq/L,P5.1mg/dl.

血 清 蛋 白 分 画lTotalprotcin7.29/d1,Alb52.2

%,α 、-globulin4.1%,α ニーglobulin15.5%,β 一

910bulin13.1%,γ 一globulin14.1%,Ig-G1,270

mg/dl,Ig-A186mg/d1,Ig-M229mg/dl.

β1c/β 且A(c3)103mg/d1,βiE(q)50mg/dl,

cH5⊃47.5u/ml,c3A26.omg/dl,cEA1.3mg/dl,

AFP12.5mg/dl以 下.

血 沈11時 間 値71mm,2時 間 値106mm

胸 部 所 見=両 側 肺 門 部 リ ン パ 節 腫 脹 と 癌 性 リ ンパ 管

炎 の 所 見 を 呈 し て い た(Fig.4).

治療および経過

1982年1月29日 当科 入 院.入 院 時,呼 吸 困 難,排 尿

痛 お よび 頻 尿 が 著 明 で あ った.入 院 第2日 に組 織 型 を

決定 す るた め左 鼠径 部 リ ンパ 節 生 検 を施 行 した.そ の

結果,グ リ コー ゲ ンを 多 量 に 含 む 末 分化 な腫 瘍 細 胞 を

多数 認 め胞 巣 形 成 して い た が,横 紋構 造 は認 め られ な

か った.し か しな が ら,IVP,Sonography,Pelvic

CT-scan,年 齢,臨 床 症 状 な ど を総 合 的 に 判 断 し,前

立 腺 も し くは膀 胱 頸 部 よ り発 生 した 横 紋 筋 肉 腫 と考 え

た.入 院 時 よ り,排 尿痛 著 明.排 尿 時 暗 泣 が 著 明 で,

か つ末 梢 性 チ ア ノーゼ を 呈 す る の で,8.3Frク ッ ク

社製 のNephrostomyTubeを 膀 胱 内ec留 置 し,膀

胱 凄を 造 設 した.こ れ に よ り,排 尿 に よる 疹 痛か ら 回

避 す る こ とが で きた.1982年2月7日 組織 診 断 は確 認

してい な いが,臨 床 症 状,全 身 状 態 予 後,病 理 組 織,

年 齢 な どに よ り,横 紋筋 肉腫GroupIVと 診断 し,

OncologicEmergencyと して,vincristinc,

actinomycin-D,cyclophosphamide(VAC療 法)を

開 始 した(Table1,2).

開始後3日 目,呼 吸困難著明,呼 吸状態悪化し,末

梢性チア ノーゼ,昏 睡 状態 となりVAC療 法3日 目

終了にて,化 学療法を一時中止し,気 管内挿管,レ

スピレーターによる,mechanicalventilationと 高

カロリー輸液による中心静脈栄養および全身管理をお

こない,挿 管後2日 目ecて,呼 吸困難,チ ア ノーゼ,

意識障害,血 液ガス所見も改善し,抜 管 可能となっ

た。VAC療 法開始後10日 目で,胸 部X-P上,

responceは 認められないが,呼 吸困難改善,食 欲増

加など自覚症状の改善を認めた.し かしVAC療 法,

1ク ール終了約1ヵ 月後より,呼 吸困難 チアノーゼ,

意識障害,hypoxiaが 著 明にな り,再 度,気 管内挿

管が必要にな り,レ スピレーターによる呼吸管理 と全

身管理をおこなったが呼吸状態の改善は,認 められず,

入院後4旧 目に呼吸不全,全 身状態の悪化により,死

亡した.

剖検所見:肺 には,両 肺とも,肺 門部を中心に腫瘍

が多発結節状に存在した.Fig.5は,右 肺を示すが,

左肺 も同様の所見であった.両 側胸膜にも転移が あ

り,癌 性胸膜炎が認められた.前 立腺 ・膀胱頸部には

Fig.6に 示すように前立腺に腫瘍があ り,大 きさ5×

3cmで あった.膀 胱頸部には肉眼的には腫瘍性病変

の存在を認めず,よ って腫瘍は,前 立腺原発と考えら

れた.リ ンパ節は,肺 門部,気 管分岐部,ウ ィルヒュ

ウ,考 大動脈,左 右鼠径部に,さ らに脊椎にも転移が

あったが,肝 臓には認めることができなかった.

病理組織学的所見Fig.7,8は 原発病の病理組織

所見である.腫 瘍細胞は大形多角形,核 は類円形で,

クロマチンに富み,明 瞭な 核小体を有 し,細 胞質は

豊富で,好 酸性,細 線維を 認めるものもある,ま た

VAC療 法 を施行しているが,病 理組織学上,そ の効

果は不明である.
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Tablc1.入 院 後 経 過

mictionpaln

12月 初 旬

1月

'83
.1.4

平 塚 市 民Hosp

2月

'83
.1●31

Lefttuguinallywphonodebiopsy

'83
.2.7'83.2・12

'83
.1・29

当 科 入 院

1
'83
.1・25

当 科 受 診

一
VACtherapy

'83
.3

'83
.3.7
1ntubation

3月

H一

近 医 受 診

↓

diagofcystitis

medicationfor

7days

↓

noteffective

CTscan
'83
,2.5
tubecystostomy

'83
.2.11

.10死 亡(41日 目)

Sonoqraphy

IVP

'

x
'dyspnea(

・・t。P・y)

increased

高 力 ロ リー 輸血

83.1.30

Chestx。P

(
Bil.lywphoadenopathy

1_ymphanqitisCarcinematosa

'S3
.2.9
1ntubation
'83
.2.10
extubation

一

Table2.ClinicalGroupingClassification

Group Classification

ILocalizeddisease,completelyresected;

regionalnodesnotinvolved

A)Confinedtomuscleororganoforigin

B)Contiguousinvolvement,infiltrationoutsidemuscleor

organoforigin,asthroughfascialplanes

Note:Thisincludesbothgrossinspectionand ぴ
microscopicconfirmationofcompleteresectlon・

IlA)Grosslyresectedtumorwithmicroscopicresidual

disease,

Noevidenceofgrossresidualtumor

Noclinicalormicroscopicevidenceofregionalnode

involvement

B)Regionaldisease,completeiyresected:regionalnodes

involvedand/orextensionoftumorintoanadjacent

organ;alltum◎rcompletelyresectedandno

microscopicresidualdisease

C)Regionaldiseasewithinvolvednodes,grosslyresected,

butwithevidenceofmicroscopicresidualdisease

IIIlncompleteresectionorbiopsyandgrossresidualdisease

IVMetastaticdiseasepresentatonset

ClinicalGroupingClassification
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小児 の横 紋筋 肉腫 は まれ な疾 患 で あ る.米 国 で は,

小児 の全 悪 性 固 型 腫瘍 の10～15%と いわ れ て い る.

Millerら1)は,1960年 代,米 国 に お い て報 告 した 横 紋

筋 肉 腫1,170例 の統 計 報 告 に よる と,hcadandneck

43.2%,genitourinarytract28.6%,trunkI6・2go6a,

limbI2.2%で 泌 尿生 殖 器 領域 原 発 の横 紋 筋 肉腫 は 第

2番 目に 多 いが,小 児 の前 立 腺 原 発 横 紋 筋 肉腫 は きわ

め て まれ で あ る と され,本 邦 で も,15歳 以 下 の 症 例 は,

著者 が 調 べ た限 りでは,8例2、8)で あ り,自 験 例 は,

第9例 目に あた る と思 われ る(Table4)・ 小児 の横 紋

筋 肉腫 は,以 前 よ り,年 齢,組 織 型,原 発 巣,治 療 法

な どが 生 存 お よび予 後 に 対 す る重 要 因子 と考 え られ て

い る9).GrosfeldiO)は,98名 の 小 児 横 紋 筋 肉腫 を,

年齢,性,浸 潤 度,部 位,治 療 法 と予後 との関 係 を 分

析 した と ころ 年 齢 と性 に つ い ては,重 要 な 因子 で は な

く,浸 潤 と部 位 は,予 後 と重 要 な 関 係 が あ り,眼 窩,

傍 睾丸組 織,泌 尿 生殖 器系 原 発 の小 児 横 紋 筋 肉腫 は生

存率 は 良い と され て い る.し か し,遠 隔 転 移 を きた し

た症 例 は,予 後 が 非 常 に悪 く,5年 生 存 率 は,5.2%

で あ る とい う.Tefftら11)は,前 立 腺横 紋筋 肉腫25

例 を報 告 して お り,そ の生 存 期 間 は,平 均5ヵ 月 で あ

った とい う.

前 立腺 横 紋筋 肉腫 の症 状 は,腫 瘍 が 膀 胱 頸 部 を圧 迫

した り,直 接 膀 胱 頸 部 や後 部 尿道 に 浸 潤 す るた め に起

る症 状 が 主 た る もの で,排 尿 困 難,排 尿痛,尿 閉,

血 尿,疹 痛 な どが み られ,直 腸へ の圧 迫,浸 潤 に よる

排尿 困 難 もお こ る.診 断 は,触 診,IVP,尿 道造 影,

CT-scan,Sonography,腫 瘍 生検 に てお こなわ れ るが,

と くに 小児 の場 合 は 直 腸診 を施 行 す る こ とを 怠 りやす

323

く,今 回われわれの経験 した症例でも,近 医にて膀胱

炎 と診断され,診 断,治 療が遅れ,当 院に紹介受診し

たときは,す でに肺転移をきたしていた,

小児前立腺横紋筋肉腫は,近 年では,根 治的手術療

法,多 剤併用化学療法,放 射線療法の併用により,治

療成績の向上がみとめられ,と くにlowstageの もの

は,か なり高率の生存率が得 られている10・12)しか し

ながら,臨 床的に重要なのはstage診 断であ り,か つ

その治療法の選択であろう.stage分 類については,
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従 来 各 施 設 に お い て,さ ま ざ ま の 分 類 が お こなわ れ

て ぎた。 現 在,In亡crgroupRhabdomyosarcoma

Study(以 下1.R.S.と 略 す)を 中 心 に 分 類 の統 一 が

お こなわ れ て い る(Table2).1.R.S-1の 治 療 で は,

Group皿1以 上 の病 変 は,化 学療 法 を先 行 させ,そ の

後適 当 な時 期 に 手術 お よび 化 学療 法 が お こ なわ れ て い

る.こ の方 法 に よっ てGroupIVで も,28%のdi-

seasefrec,2yearsurvivalが 得 られ て い る13).当

科 で は,横 紋 筋 肉 腫に 対 し てvincristine,actino-

mycin-D,cyclophosphamide,い わゆ る,VAC療 法

を施 行 した.本 症例 は,一 時 的 に せ よ,呼 吸 困 難 が 改

善 を示 した の で,VAC療 法 が あ る程 度 反 応 が あ った

と考 え られ,そ の た め,抜 管 可 能 な状 態 と な った と思

われ る.多 和 ら14)は,VAC療 法抵 抗 性 の膀 胱 横 紋 筋

肉腫 に対 して,vinblastine,bleomycin,cis-platinum

に よる併 用 療 法 に て,完 全寛 解 例 を 報告 し,ま た,楠

美 ら15)も,cis-platinum,actinomycin-D,bleomycin

の 併用 療 法 に て有 効例 を報 告 して い る.神 波 ら16》も,

vincristine,actinomycin-Dを 併用 したVA療 法 と

放 射線 療 法 に 抵 抗 性 を 示 したGroup皿 の横 紋 筋 肉

腫 に 対 して,vincristine,bleomycin,cis-platinum

を 用 い,著 明 な抗 腫 蕩 効果 を認 め て い る,睾 丸 腫 瘍 と

同 様 にHornら 且7)によ り分 類 され た 胎 児 型 の横 紋 筋

肉腫 に 対 して は,vinblastinc,cis-platinumが 劇 的

な 治療 効果 の 改 善 も考 え られ る ため,本 法 に 対 す る

vinblastine,cis-platinumの 有 効性 に つ い て も,今

後 の 検 討 を期 待 した い と報 告 して い る.北 谷 ら18}は前

立 腺 横 紋 筋 肉腫 に 対 して,動 注に よ り化 学 療 法剤 を投

与 した と ころ,著 効 を 示 した 症例 を報 告 してい る.

わ れ わ れ の経 験 で は,VAC療 法 に よ り,自 覚 症状

の改 善 を 認 め た ため,VAC療 法 は横 紋 筋 肉腫 に反 応

して い る と考 え られ る.今 後 この投 与 法 に 期 待 して い

るが,初 回VAC療 法 に 反 応 を 示 さ な い場 合 に は,

諸家 の報 告 の よ うにcis-platinumやvinblastineな
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Table3。 本邦前立腺横紋筋肉腫報告例G5歳 以下)

卜b.報 告 者 年 令 主 訴 治 療 転 移 転 帰 文 献

1

2

3

4

5

6

7

8

道中信也
・他

稲田俊 雄
・他

同 上

松村陽石

田中啓幹

千葉栄一
・他

岡部達士郎
・他

勝見哲郎
・他

佐藤和宏
・他

9自 験 例

8ヵ 月 尿 閉 前立腺全摘

50Co
,膀 胱前立腺全摘7尿閉

両側尿管S状 吻合

13雛 灘 部8。 ・磁 棚
困難全身倦怠感 人工肛門,膀 胱撰

排便 困難60Co,抗 癌剤11

尿 閉 人工肛門,膀 胱痕

鵡 灘韓 難灘鴛㎜
60Co
,ビ ンクリスチン2排尿困難

人工肛門

晶 鱗鷲 全摘
骨盤内臓器全摘

14排 尿困難 尿管皮膚痕,人 工
肛門,VA(順 法Llnlac

排尿痛 膀胱 凄
6排 尿困難

呼吸困難VAC療 法

肺

肺,労 大動
脈,気 管分岐

部,肺 門部内腸リンパ節

局 所

骨盤内

リンパ節

肺,肺 門,勇 大動脈,嵐 径部,
ウィルヒョウ,リ ンパ節,
脊椎

術後13日

死 亡

術後2ヵ 月

生 存

発病後7ヵ 月

死 亡

発病後6ヵ 月

死 亡

初 発

入院後108日

死 亡

初診1年4ヵ 月

死 亡

発症1年3ヵ 月

健 存

入院後
41日

死 亡

癌 と臨床

10;4361964

日泌尿会誌

56;8931965

同 上

日泌尿会誌

58;4371967

日泌尿会誌

65;3281974

泌尿紀要

22;431976

泌尿紀要

25;3551979

西日泌尿

43;1191981

どを含めた化学療法剤に変更すべきであると考えてい

る.

結 語

小児前立腺横紋筋肉腫は非常にまれな疾患である.

われわれは,排 尿痛,呼 吸困難を主訴として,入 院し

た6歳 男子の前立腺横紋筋肉腫の症例を経験した.入

院時すでに肺転移をきたしてお り,VAC療 法を施行

し,一 時,呼 吸困難の改善を認めたが,腫 瘍の発育は

きわめて早 く,入 院41日 目に肺転移により,癌 性 リン

パ管炎を呈し,呼 吸不全により死亡した.自 験例は本

邦第9例 目と思われる15歳 以下の前立腺横紋筋肉腫で

あったので,経 過および剖検所見を報告した.

なお本症例は第10回 尿路悪 性腫瘍 研究会 にて報 告 した.
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